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人事行政の運営状況

片品村人事行政の運営状況の公表
この公表は、片品村の人事行政の運営の実態について、お知らせするものです。

職員給与の状況（平成１９年４月１日現在）

任免及び職員数の状況（平成１９年４月１日現在）
・職員数（臨時を除く） （単位：人）

区　　　分

一般行政職
※平成１８年度全国平均 98.0　　群馬県平均97．2　

90.2 92.1

特定幹部職員
・期末手当６月期１．２月分、１２月分１．４月分
・勤勉手当６月期０．９２５月分、１２月分０．９２５月分

・世帯主である職員　扶養親族に応じて　　　１０，２００円～１７，８００円
・その他７，３６０円　（これは月額支給額であり、１１月から５ヶ月間とする）

ラスパイレス指数 （国家公務員給与水準を１００とした場合の片品村職員の給与水準）

・１回４，２００円

・勤務１時間につき当該職員の時間単価×１．３５倍（深夜勤務は１．６倍）

平成１７年度

90.2

・自家用車等で通勤する場合、片道２Km以上の通勤距離に応じ月２，０００～２４，５００円
・公共交通機関を利用して通勤する場合、交通機関に係る運賃等の額

・勤務日における時間外勤務手当１時間につき当該職員の時間単価×１．２５倍（深夜は１．５倍）

・週休日における時間外勤務１時間につき当該職員の時間単価×１．３５倍（深夜１．６倍）

平成１６年度

・伝染病防疫作業　日額３００円以内　・死体等処置作業　日額４５０円
・観光事業に従事する職員　給料月額の１０％以内

・勤務時間に応じて課長職１回　６，０００円　・課長補佐職１回　４，０００円

・課長職月額４１，５００円　課長補佐職月額３１，７００円

・新築住宅等住宅取得５年まで月額２，５００円
・借家等居住　家賃等に応じて支給２７，０００円上限

一般職員
・期末手当６月期１．４月分、１２月分１．６月分
・勤勉手当６月期０．７２５月分、１２月分０．７２５月分

手　　当　　名

扶　　養　　手　　当

通　　勤　　手　　当

89.9

住　　居　　手　　当

管 　 理 　 職 　 手 　 当

時 　 間 　 外 　 手 　 当

宿 　 日 　 直 　 手 　 当

寒 　 冷 　 地 　 手 　 当

管理職特別勤務手当

特 殊 勤 務 手 当

休 日 勤 務 手 当

期 末 勤 勉 手 当

（３）手当制度の状況

・配偶者　月１３，０００円　・その他　月６，０００円（配偶者無し１人目１１，０００円・配偶者非扶養
１人目６，５００円）（被扶養者のうち１５歳～２２歳の者は５，０００円加算）

内　　　　容　　　　等

平成１８年度 平成１５年度
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(１）１人あたりの支給額 （２）初任給基準

平均給料月額

325,500

214,100

170,20044.2 歳

49.0 歳

平均年齢 大学卒

151,000

短大卒

138,400

135,600

高校卒区　　分

一般行政職

技能労務職

区　　分

一般行政職

技能労務職

区　　分
平成１８年度
当初職員数

平成１８年度
退職者

平成１９年度
採用者

平成１９年度
当初職員数

７８

１６

４

７

１０５

７８

１５

４

８

１０５

１

１

１

３

１

１

１

３

一　 般　 職

保 育 士 等

保　 健　 師

技能労務職

合　　計
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始業時間 終業時間

一般行政職 午前８時３０分 午後５時１５分

（２）年次有給休暇の取得状況

区　分 使用実績 消化率 病気休暇 介護休暇  

一般行政職
平均使用
日数１４日

31.21% 2 0

※平成１８年４月１日～平成１９月３月３１日の状況

服務の状況（平成１８年度）

処分者数 処分事由

免　職

降　任

休　職

降　給

失　職

免　職

停　職

減　給

戒　告

訓告等

福祉及び利益の保護の状況 (平成１８年度）
（１）福利厚生制度

受講者数 区分 受信者数

１６人 群馬県地方自治職員研修 85 人間ドック受診者

３ 人 20 上記以外の者

１６人 合　計 105

３５人

 （２）公務災害補償制度

（２）勤務成績の評定

成績良好 成績不良

平成１８年　４月 １０５人 ０人

平成１９年　１月 １０４人 ０人 　 公平委員会に係る業務の状況（平成１８年度）

区　　    分

要求件数

０件

違反者数

１件 手の指挫創

営利企業 従事 制 限

　　１０，０００円から
１５，０００円

育児休暇

1

○選挙権その他公民としての権利の行使○証人、鑑定人、参考人等として国会、裁判所、地方
公共団体の議会その他の官公署への出頭○骨髄液の提供のための休暇○社会貢献活動のた
めの休暇○結婚休暇○出産休暇○職員が生後満１年に達しない子の保育休暇○妻の出産休暇
○妻の出産に係わる養育休暇○子の看護のための休暇○忌引休暇○父母の追悼のための法
要休暇○夏季休暇○地震、水害、火災その他の災害による職員の現住居の滅失又は損壊
○地震、水害、火災その他の災害又は交通機関の事故等により出勤することが著しく困難な場合
○地震、水害、火災その他の災害時において、退勤途上における身体の危険を回避する場合
○その他村長が定める場合

平成１８年度中に新規
及び継続中の職員数

区　　　分

 

０件

内容

件　数 災害の概要

助成

０件

その他

内　　　　　容

不利益処分に関する不服申立て

　

なし

信用失墜行為の禁止

職務に専念する義務

命 令 に  従 う 義 務

秘 密 を  守 る 義 務

政 治 行 為 の 制 限

争議行為等 の 禁 止

勤務時間その他の勤務条件の状況

無　給　休　暇

分限及び懲戒処分の状況（平成１８年度）

（４）特別休暇の種類

有　給　休　暇

○介護休暇○育児休暇○組合休暇

（３）その他の休暇

（１）勤務時間

区分
勤務時間

研　修　内　容　等

勤務条件に 関する 措置の 要求

なし

（１）職員研修の実施状況

合　　計

地方公務員災害補償
基金群馬県支部

総合検診

職 場 内 研 修

加入団体

研 修 所 研 修

研修委員会

各種 専門研修 専門知識等

評定時期
評定結果 成績不良に係わ

る主な事由

処　分　内　容

分限処分

懲戒処分

研　修　区　分

職員研修及び勤務成績の評定の状況（平成１８年度）

なし
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ニュース

  
尾
瀬
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催 

　

尾
瀬
国
立
公
園
の
誕
生
と
村
内
の
特

産
品
を
紹
介
す
る
「
尾
瀬
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
が 

９
月
15
日
（
土
）、   

東
京
シ

テ
ィ
青
果
市
場
（
築
地
）
と
全
農
ぐ
ん

ま
浅
草
ビ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
広
報
か
た
し
な
９
月

号
で
紹
介
し
ま
し
た
国
立
公
園
単
独
化

記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
計
画
さ
れ
た

も
の
で
す
。
参
加
者
は
片
品
村
の
観
光

協
会
、
旅
館
民
宿
連
合
会
、
ス
キ
ー
場

連
絡
協
議
会
、
森
林
組
合
、
尾
瀬
保
護

協
会
、
尾
瀬
戸
倉
観
光
協
会
、
尾
瀬
林

業 （
株
）、 

の
各
代
表
者
と
片
品
村
農
協

か
ら
２
名
、
片
品
村
役
場
か
ら
村
長
以

下
３
名
で
し
た
。

　

東
京
シ
テ
ィ
で
は
、
仕
入
れ
業
者
や

仲
買
人
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
ト
マ
ト
と

り
ん
ご
の
試
食
、
ト
マ
ト 

・ 

り
ん
ご

ジ
ュ
ー
ス
の
試
飲
を
行
っ
た
後
、
競
り

関
係
者
に
千
明
村
長
と
農
協
三
浦
参
事

に
よ
る
国
立
公
園
の
誕
生
し
た
村
と
特

産
品
を
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
し
ま
し
た
。
ま

た
、
浅
草
雷
門
そ
ば
の
全
農
ぐ
ん
ま
浅

草
ビ
ル
で
は
、
観
光
客
や
地
元
の
方
に

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
付
や
特
産
品

の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

浅
草
で
も
尾
瀬
国
立
公
園
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
菜
を
ア
ピ
ー
ル

早朝の青果市場内でマイクを握る千明村長

  

景
観
写
真
展
と
特
産
品
の
販
売
を
行
い
ま
し
た 

　

９
月
10
日
（
月
）
か
ら
12
日
（
水
）

ま
で
、
尾
瀬
の
郷
親
善
大
使
の
中
村
勝

信
さ
ん
の
紹
介
に
よ
り
、
農
林
水
産
省

「
消
費
者
の
部
屋
」
に
て
、　

前
回
ま
で 農林水産省の写真展

に
開
催
し
ま
し
た
写
真
展
の
優
秀
作

品
18
点
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
９
月
13
日
（
木
）
か
ら
15
日

（
土
）  

ま
で
新
宿
駅
西
口
イ
ベ
ン
ト

コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
、
第
３
回
「
今

残
し
た
い
片
品
の
景
観
」
写
真
展
入

賞
作
品
の
展
示
と
片
品
村
の
特
産
品

販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　

利
根
川
水
系
上
下
流
交
流
事
業
の

一
環
で
「
第
２
回
水
の
ふ
る
さ
と
ぐ

ん
ま
フ
ェ
ア
Ｉ
Ｎ
新
宿
」
と
題
し
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
日
間
の
来
場
者
数
は
約
２
１
０

０
０
人
で
し
た
。
今
回
は
甘
納
豆
は

じ
め
産
地
直
送
の
野
菜
を
販
売
し
片

品
の
お
い
し
さ
を
ピ
ー
ア
ー
ル
し
て

き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

さ
す
が
新
宿
駅
全
部
売
り
切
れ

  

シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
を
守
る
会
秋
の
事
業
を
実
施

弥陀ヶ池にて作業する皆さん

　

９
月
13
日
（
木
）
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
を
守
る
会
に
よ
る
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
種
子
採

取
及
び
清
掃
登
山
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
メ
ン
バ
ー
を
は
じ
め
、
尾
瀬
高
校
の
生
徒
や
日
本
製
紙
か
ら
約
１
０

０
人
が
参
加
し
作
業
を
行
い
ま

し
た
。

　

シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
を
守
る
会
で

は
、
毎
年
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
の
保

護
復
元
の
た
め
地
道
な
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。

日
光
白
根
山
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８
月
29
日
（
水
）
標
記
大
会
が
利
根
沼
田
文
化

会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
利
根
沼
田
管
内
の
中

学
校
か
ら
の
代
表
者
16
名
が
、
社
会
に
向
け
て
の

意
見
、
家
族
や
友
達
の
こ
と
な
ど
を
発
表
し
ま
し

た
。
片
品
中
か
ら
は
３
年
生
の
星
野
桃
子
さ
ん
が

出
場
し
、
一
番
目
の
発
表
で
緊
張
の
中
、
自
分
の

家
族
へ
の
思
い
、
両
親
に
対
し
て
の
感
謝
の
気
持

ち
を
立
派
な
態
度
で
発
表
し
ま
し
た
。

　

応
援
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
学
校
関
係
者
、
子

育
連
役
員
の
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

  

平
成 

19
年
度
少
年
の
主
張
「
利
根
沼
田
地
区
大
会
」

優
秀
賞

　

片
品
中
３
年　
　
　

星
野　

桃
子

「
本
当
に
大
切
な
こ
と
」

優
秀
賞

　

沼
田
中
３
年　
　
　

湯
元　

千
晶

「
私
と
私
」

優
秀
賞

　

新
治
中
３
年　
　
　

宮
崎　

里
枝

「
前
へ
」

最
優
秀
賞

　

沼
田
南
中
２
年　
　

為
野　
　

強

「
世
界
は
今
、
愛
を
求
め
る
」

優
秀
賞

　

藤
原
中
３
年　
　
　

雲
越　

幹
久

「
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
と
人
間
関
係
」

優
秀
賞

　

多
那
中
３
年　
　
　

吉
野　

瑠
奈

「
我
以
外
皆
我
師
」

優
秀
賞

　

川
場
中
３
年　
　
　

吉
野　

恵
莉

「
何
を
や
っ
て
も
ダ
メ
な
奴
」

優
秀
賞

　

月
夜
野
中
３
年　
　

高
橋　

香
菜

「
動
物
実
験
は
本
当
に
必
要
で
す
か
」

各
学
校
の
発
表
者
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。（
発
表
順
）

優
秀
賞

　

利
根
中
３
年　
　
　

石
坂　

和
也

「
オ
タ
ク
に
つ
い
て
」

優
秀
賞

　

昭
和
中
３
年　
　
　

関
上
伸
之
輔

「
信
頼
す
る
事
さ
れ
る
事
」

優
秀
賞

　

水
上
中
３
年　
　
　

須
田　

千
恵

「
言
葉
の
力
」

優
秀
賞

　

沼
田
東
中
３
年　
　

笠
原　

詩
織

「
幸
せ
ス
イ
ッ
チ
」

優
秀
賞

　

池
田
中
３
年　
　
　

柴
田
あ
す
か

「
家
族
で
食
事
を
」

優
秀
賞

　

白
沢
中
２
年　
　
　

角
田
く
る
み

「
お
年
寄
り
の
気
持
ち
に
触
れ
て
」

優
秀
賞

　

薄
根
中
３
年　
　
　

川
端　

大
翔

「
目
標
」

最
優
秀
賞

　

沼
田
西
中
３
年　
　

岡
田　

百
恵

「
大
好
き
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
へ
」

最
優
秀
賞
の
２
名
は
９
月
22
日
開
催
の
県
大
会
へ
出
場
し
ま
し
た
。

星野桃子さん

 年  度 排 出 量 削 減 率 

基準年度 平成１４年度 ２，０４０ｔ－CO2 － 

平成１６年度 １，９３４ｔ－CO2 ５．２％ 

平成１７年度 ２，１１１ｔ－CO2 －３．５％ 計画年度 

平成１８年度 １，７０４ｔ－CO2 １６．５％ 

目標年度 平成２０年度 １，９７６ｔ－CO2 － 

★項目別の排出量                             単位：ｔ－ CO2 

項    目 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 

ガソリン １３４  ９８  ８２  

灯  油 ５７８  ５３４  ５２５  

軽  油 ２５６  ３１３  ９７  

Ａ 重 油 ２３０  ３４８  ３０１  

燃

料

使

用 
液化石油ガス（ＬＰＧ） ５９  ５４  ４９  

電気使用 ６５６  ７４３  ６３１  

家庭用機器 １ １ １  

生活排水 ５  ７  ９  

自動車走行 １４  １２ ８  

エアコン用代替えフロン １  １  １  

計 １，９３４ ２，１１１ １，７０４ 
 

　平成１１年に「地球温暖化対策の推進に関する法律」が施行されたことに伴い、地
方公共団体においては、温室効果ガス排出抑制にむけた計画を策定することが義務づ
けられています。片品村においても、平成１５年度に地球温暖化対策実行計画を策定
し、温室効果ガス削減に向けて取り組んでいるところですが、平成１８年度の結果が
まとまりましたのでお知らせします。村では平成１６年度から平成２０年度までの
５ヶ年で、基準年の排出量から３．２％の削減を目標としています。

問合わせ先：生活環境課　　５８－２１１４

温室効果ガス削減に向けて努力しています

 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に
千
明
貞
夫
さ
ん
が
再
任 

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
設
置
は
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た

価
格
に
関
す
る
不
服
を
審
査
決
定
す
る
た
め
、
地
方
税
法
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、

選
任
に
も
議
会
の
同
意
要
件
が
地
方
税
法
で
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
で
あ
る
千
明
貞
夫
氏
が
平
成
16
年
10
月
１
日
か

ら
３
年
間
就
任
さ
れ
、
９
月
30
日
で
任
期
満
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
９
月
定
例
議
会
お
い
て
、
千
明
貞
夫
氏
を
再
任
し
、
全
議
員
の
賛

同
戴
き
、
10
月
１
日
付
で
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

千
明
貞
夫
氏
に
つ
き
ま
し
て
は
、
人
格
及
び
識
見
と
も
に
適
任
者
だ
と
存
じ
ま

す
の
で
、
今
後
の
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

広 報 か た し な        H19 . 10
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第
49
回
片
品
村
民
運
動
会
が
９
月

16
日 （
日
）、 

片
品
小
学
校
校
庭
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

真
夏
の
よ
う
な
暑
い
中
で
し
た
が

天
候
に
恵
ま
れ
、
保
育
園
児
の
遊
技
、

小
中
学
生
の
演
技
か
ら
始
ま
り
、
高

齢
者
と
小
学
生
の
輪
投
げ
リ
レ
ー
、

綱
引
き
、
区
対
抗
リ
レ
ー
と
役
員
、

係
員
の
ご
協
力
と
観
客
の
皆
さ
ん
の

応
援
や
声
援
を
得
て
最
後
ま
で
大
い

に
盛
り
上
が
り
、
第
５
区
が
４
連
覇

を
果
た
し
ま
し
た
。

　

主
な
成
績
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
で
す
。総 

合 

結 

果

優　

勝　

第
５
区  

２
２
２
点

準
優
勝　

第
８
区  

１
８
５
点

第
三
位　

第
３
区  

１
６
８
点

第
四
位　

第
６
区  

１
５
５
点

第
五
位　

第
４
区  

１
３
８
点

第
六
位　

第
１
区  

１
３
６
点

第
七
位　

第
２
区  

１
２
２
点

第
八
位　

第
７
区  

１
１
５
点

種 

目 

別 

優 

勝

60
ｍ　
　
　

女　

子

　

30
歳
代　
　

　
　
　

吉
野
も
も
え(

６) 

９
秒
36

　

40
歳
代

　
　
　

星
野
恵
美
子(

３) 

９
秒
41

　

50
歳
以
上

　
　
　

入
澤
は
る
み(

５) 

９
秒
92

　
　
　
　
　

男　

子

　

40
歳
代　

 

　
　
　

星
野　
　

勤(
８) 

７
秒
75

　

50
歳
代

　
　
　

星
野　

孝
俊(

５) 
８
秒
23

　

60
歳
以
上 

　
　
　

高
橋　

正
治(

１) 

９
秒
29

玉
入
れ    　
　
　

 　
　
　

第
５
区

輪
投
げ
リ
レ
ー     　
　
　

第
３
区

２
０
０
ｍ　

女　

子

　

20
歳
未
満 

　
　
　

萩
原　

麻
美(

６)

32
秒
63

　
　
　
　
　

男　

子

　

20
歳
未
満 

　
　
　

荒
木　

一
輝(

８)

25
秒
30

　

20
歳
以
上 

　
　
　

入
澤　
　

翔(

５)

26
秒
69

１
５
０
０
ｍ　

　

飯
塚　
　

剛(

２)

４
分
48
秒
07

第   

５   

区   

４   

連   

覇   

！

星野桂次体育協会長を先頭に入場行進

第  
49  

回  

片  

品  

村  

民

運         

動          

会

演奏は尾瀬高校吹奏楽部の皆さん

元気いっぱい小学生 役員リレーは障害物を取り入れた 物を持っていても速い

練習の成果がでる玉入れ

第 ４９ 回 片 品 村 民 運 動 会

ニュース
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抽
選
競
走　

女　

子

　

30
歳
代　
　

萩
原　

洋
子(

６)

　

40
歳
代　
　

笠
原
紀
美
子(

５)

　

50
歳
以
上　

戸
丸　

幸
江(

３)

　
　
　
　
　

男　

子

　

30
歳
代　
　

笠
原　

昌
也(

5)

　

40
歳
代　
　

入
澤　

良
夫(

5)

　

50
歳
以
上　

星
野
伊
三
夫(

2)

消
防
団
放
水
競
走    　
　

第
５
区

１
０
０
ｍ　

女　

子

　

20
歳
未
満 

　
　
　

小
須
田
菜
摘(

8)

13
秒
41

　

20
歳
代

　
　
　

星
野
ま
ゆ
み(

6)

14
秒
83

　
　
　
　
　

男　

子

　

20
歳
未
満 

　
　
　

鏑
木　

陽
介(

6)

11
秒
86

　

20
歳
代　

 

　
　
　

笠
原　

勇
治(

5)

12
秒
28

　

 30
歳
以
上

　
　
　

 

川
合　
　

憲(

8)

12
秒
13

役
員
障
害
物
リ
レ
ー　
　

第
６
区

綱　

引　

き　
　
　
　
　

第
３
区

区
対
抗
リ
レ
ー

　

女　

子　
　
　
　
　
　

第
５
区

　

男　

子　
　
　
　
　
　

第
５
区

　

選
手
並
び
に
役
員
、
係
員
の
皆
さ

ん
、
早
朝
よ
り
大
変
お
疲
れ
様
で
し

た
。

わが 家 の 自 慢 料 理
かぼちゃの油みそ 作成者　星野　ゆうさん（菅沼）

材 料　４人分

１人分の栄養価　　　ｴﾈﾙｷﾞ ：ー２３９Kcal　　蛋白質：３．５ｇ　　脂質：１０．７ｇ　　塩分：１．１ｇ

作り方

かぼちゃの効能

～かぼちゃを使った料理～

・かぼちゃの黄色い果肉はβ-カロテンの色。β-カロテンは、ガン細胞の発生を防ぐ。また、体内でビタミ

　ン Aにかわるカロテンが多く含まれている。

・  豊富なカロテンを有効にとるには、炒めたり、天ぷらなど油と一緒にとるとよい。

・ビタミン Aは目と肌、粘膜のビタミンと呼ばれ、視力低下を防いだり、夜盲症、ドライアイに効果があり、

　粘膜を保護して呼吸疾患を防ぐ。

・食物繊維も豊富で便秘予防になる。

ワンポイント：かぼちゃはポクポクしない物の方が作りやすい。

かぼちゃ…１／３個

油…………大さじ３

みそ………大さじ２

砂糖………大さじ２

①かぼちゃは５㎜厚さのたんざく切りにする。

②ラップをしてレンジで２分間温める。

③フライパンに油をひき、炒める。

④みそと砂糖を一緒に入れからめ、出来上がり。

＊午後１時３０分～５時３０分開室
＊１１月１６日は「みやま号」巡回日
＊　　　はお休みです。

図 書 室 カレンダー 11 月り図 書 室 だ よ 読んでみませんか ?
『はるがいったら』飛鳥井　千砂　著

完璧、クール、それでいてどこかお人好しな姉
と、病弱なせいではないけれど、何事にもどこ
か熱くなれない善人である弟。その二人の間に
横たわる老犬｢はる｣。
人間の暖かさ、愛おしさ、そしてその裏で顔を
覗かせるちょっとした意地悪さ。
現代人の今を思わせる作品です。
　　　　　　　　　　　　　　　みやま号より。　

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24

月 火 水 木 金 土日

25 26 27 28 29 30

広 報 か た し な        H19 . 10
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教 

育 

委 

員 

会 

・
11
月 
の 
諸 

行 

事

☆生涯学習・社会体育関係
・片品村総合産業文化展 
・片品村芸能発表会
・片品カレッジＨ　陶芸体験
・村民卓球大会
・子ども会育成会ハイキング
・片品音楽祭
・村民剣道大会
・第 44 回婦人会ﾐﾆﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ大会

☆学校関係
・郡小中学校音楽祭
・冬季交歓会打ち合わせ会議
◇片小 
・友遊クラブ
・授業参観 ( 低学年 )
・かがやき発表会
・授業参観 ( 高学年 )
・避難訓練（火災）
◇北小 
・学校保健委員会②
・避難訓練（火災）
・教育相談
◇南小
・学校保健委員会②
・避難訓練（火災）　・にこにこ集会
・校内かるた大会
・学習発表会
◇武尊根小
・武尊根子ども教室
・校内マラソン記録会
・避難訓練（火災）
・授業参観･教育相談
◇片中
・片中文化の日
・三者相談
・環境奉仕日⑧
・避難訓練（火災）
・1日公開参観日⑤･３年保護者会
　PTA 球技大会
・環境講座Ⅱ
・期末テスト
・人権教育集中学習

2日 ( 金 )･3 日 ( 土 )
4 日 ( 日 )
11 日 ( 日 )
11 日 ( 日 )
17 日 ( 土 )
18 日 ( 日 )

中旬
23 日 ( 金 )

9 日 ( 金 )
27 日 ( 火 )

12 日 ( 月 )
13 日 ( 火 )
14 日 ( 水 )
15 日 ( 木 )
16 日 ( 金 )

2 日 ( 金 )
7 日 ( 水 )

21 日 ( 水 ) ～

6 日 ( 火 )
7 日 ( 水 )
21 日 ( 水 )
28 日 ( 水 )

1 日 ( 木 )･8 日 ( 木 )･29 日 ( 木 )
2 日 ( 金 )
8 日 ( 木 )

13 日 ( 火 )･14 日 ( 水 )

4 日 ( 日 )
7 日 ( 水 ) ～
8 日 ( 木 )
13 日 ( 火 )

22 日 ( 木 )
27 日 ( 火 )

29 日 ( 木 )･30 日 ( 金 )
30 日 ( 金 )

※　予定が変更される場合もありますので、　
　　　　　　　　　　　　あらかじめご了承ください。

q

u
e

s

2

%

r

地
域
と
共
に
「
力
の
あ
る

　
　
　
　
　
　
　

子
ど
も
」
を
育
て
る

　
　
　

武
尊
根
小
学
校
長　

中
沢　

守

   「
今
日
も
校
舎
の
空
高
く   
希
望
の
光

り
か
が
や
け
ば   

明
る
い
僕
ら
の
歌
声

が…

」 

武
尊
山
に
い
だ
か
れ
た
木
造
校

舎
に
、 

ま
さ
に
明
る
い
歌
声
が
響
く
武

尊
根
小
学
校
。
全
校
児
童
二
十
四
名
、

今
日
も
元
気
に
学
校
生
活
を
送
っ
て
い

ま
す
。

　

武
尊
根
小
学
校
は
、
地
域
の
方
々
の

熱
き
思
い
か
ら
独
立
校
と
な
り
、
今
年

で
四
十
三
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
充

実
し
た
学
校
教
育
を
推
進
し
て
い
く
上

で
、
今
も
保
護
者
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、

地
域
の
方
々
と
深
く
連
携
・
協
力
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま

す
。
そ
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。

　

毎
年
八
月
初
め
に
行
わ
れ
る
「
武
尊

根
ナ
イ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
は
今
年

で
九
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
夏
祭
り
の

な
い
武
尊
根
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、

校
区
の
大
勢
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

保
護
者
・
教
員
全
員
で
、
食
べ
物
や
金

魚
釣
り
な
ど
の
出
店
を
開
き
、
子
ど
も

た
ち
は
金
銭
教
育
の
一
貫
と
し
て
、
模

擬
貨
幣
を
使
っ
て
の
買
い
物
を
し
ま
す
。

ま
た
、 

ダ
ン
ス
や
踊
り
を
楽
し
み
、 

キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
で
は
、
武
尊
山
か
ら

や
っ
て
き
た
天
狗
か
ら
友
情
・
勇
気
・

努
力
の
三
つ
の
火
を
授
か
り
、
今
後
の

学
校
生
活
に
全
力
を
尽
く
す
こ
と
を
誓

い
ま
す
。
武
尊
根
の
子
ど
も
た
ち
に
力

強
く
育
て
と
励
ま
す
地
域
の
思
い
を
感

じ
ま
す
。

　

区
と
合
同
で
行
う
「
秋
季
大
運
動

会
」、 

こ
れ
も
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
す

え
て
一
致
団
結
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
和

や
か
な
中
に
も
真
剣
に
、
そ
し
て
、
子

ど
も
の
が
ん
ば
り
に
拍
手
す
る
地
域
の

方
々
と
子
ど
も
た
ち
と
の
間
で
交
わ
さ

れ
る
会
話
の
中
に
温
か
さ
を
感
じ
ま
す
。

　

学
校
で
行
う
授
業
参
観
や
奉
仕
作
業

等
は
い
つ
も
全
家
庭
参
加
で
、
生
活
科

や
書
写
、
総
合
学
習
な
ど
の
学
習
で
は
、

地
域
人
材
と
し
て
多
く
の
方
々
に
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
実
の
あ
る
学
習
が
出

来
て
い
ま
す
。

　

忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
た
く
ま
し

い
心
と
体
を
育
て
る
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
活
動
。
三
年
生
以
上
全
員
参
加

で
、
季
節
に
よ
り
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
卓

球
・
ス
キ
ー
と
年
間
を
通
し
て
保
護
者

や
卒
業
生
が
コ
ー
チ
と
な
り
、
時
に
は

厳
し
く
熱
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
で
は
、
自
信
の
も
て
る 「
学
力
」

を
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
と
、   「
一
人
一

人
に
応
じ
た
親
身
な
指
導
」  

を
合
言
葉

に
し
て
い
ま
す
。 「
生
き
る
力
」 

の
要
素

と
な
る
「
考
え
る
力
」
を
身
に
付
け
さ

せ
る
た
め
、
日
々
の
授
業
に
考
え
る
さ

せ
る
場
面
を
意
図
的
に
設
け
、
発
見

す
る
喜
び
や
、
自
分
の
考
え
が
認
め

ら
れ
た
喜
び
を
味
わ
え
る
よ
う
、
工

夫
し
て
い
ま
す
。
個
別
指
導
が
じ
っ

く
り
出
来
る
の
も
武
尊
根
小
の
特
長

で
す
。
家
庭
の
協
力
を
得
て
家
庭
学

習
の
充
実
を
図
っ
た
り
、
個
に
応
じ

た
課
題
を
出
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

朝
は
集
団
登
校
し
、
帰
り
は
一
年
生

ま
で
た
っ
ぷ
り
と
学
校
で
過
ご
し
、

四
時
三
十
分
に
全
員
で
集
団
下
校
し

ま
す
。

　

小
さ
な
学
校
だ
け
れ
ど
も
、
ど
こ

に
出
て
も
憶
す
る
こ
と
な
く
自
分
の

力
を
発
揮
で
き
る
、
自
信
と
力
を
つ

け
さ
せ
て
あ
げ
た
い
と
い
う
願
い
は
、

保
護
者
、
地
域
、
教
師
も
同
じ
で
、

そ
こ
が
連
携
・
協
力
の
も
と
と
な
っ
て

い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。「
カ
ラ
ン
、

カ
ラ
ン
」
と
、
熊
よ
け
の
カ
ウ
ベ
ル
が
、

今
日
も
楽
し
げ
に
、
武
尊
根
の
通
学
路

に
響
い
て
い
ま
す
。

武尊根ナイトフェスティバル（19 . 8 . 4 ）

教育・生涯学習
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文 

芸　

片 

品 

村 

俳 

句 

会 

作 

家 

協 

会

俳　

 

句 　

会

平
成
十
九
年
度
九
月

�
�
�
�
�
�

須
賀
川�
�
�

大
竹�

久
代

白
木
槿
侘
�
�
�
友
�
特
養
�

夏
休
�
子
�
焼
�
�
�
�
待
�
昼
餉

�
�
�
�
�
�

鎌
田�
�
�
�

中
村�

導
子

花
野
�
�
五
人
五
色
�
夏
帽
子

白
根
山
空
�
文
字
�
�
秋
�
�
�

�
�
�
�
�
�

鎌
田�
�
�
�

松
井
亜
作
枝

鬼
灯
�
誰
�
名
�
�
�
�
哀
�
�
�

歳
時
記
�
繰
�
手
馴
染
�
�
虫
�
秋

�
�
�
�
�
�

鎌
田�
�
�
�

吉
野�

道
子

一
呼
吸
炎
天
�
出
�
一
歩
�
�

尾
瀬
守
�
日
焼
�
�
顔
�
秋
立
�
�

�
�
�
�
�
�

摺
渕�
�
�
�

木
村�

佳
江

滝
�
�
�
鱒
釣
上
�
�
鰯
雲

渓
川
�
清
�
水
浴
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

鎌
田�
�
�
�

星
野�

光
子

�
�
�
�
夜
庭
貸
切
�
�
�
�
�
虫

峡
�
村
分
�
�
一
川
秋
出
水

�
�
�
�
�
�

栃
久
保�
�
�

戸
丸�

好
夫

草
萌
�
�
眠
�
石
仏
涅
槃
像

秋
満
�
�
打
上
花
火
農
�
里

�
�
�
�
�
�

鎌
田�
�
�
�

渡
辺�

和
昭

漁
火
�
雷
火
�
�
�
�
鼠
�
関

霧
雫
�
�
月
山
�
栂
桜

�
�
�
�
�
�

鎌
田�
�
�
�

寺
岡�

貞
子

日
本
晴
鼓
笛
�
音
�
谷
流
�

石
垣
�
大
揺
�
小
�
�
萩
�
�
�

�
�
�
�
�
�

鎌
田�
�
�
�

星
野
�
�
�

�
�
�
�
�
風
�
�
�
�
�
森
�
径

�
�
�
間
�
音
�
�
�
�
�
散
�
花
火

�
�
�
�
�
�

鎌
田�
�
�
�

木
内�

山
人

忘
�
�
�
君
�
�
�
�
�
住
�
�
�
�

南
天
�
紅
葉
見
�
�
盛
夏
終
�

�
�
�
�
�
�

鎌
田�
�
�
�

星
野�

歌
子

人
暮
�
�
�
�
田
�
残
�
稲
明
�

台
風
�
�
�
�
安
堵
�
日
和
�
�
�

�
�
�
�
�
�

花
咲�
�
�
�

星
野�

百
姓

孫
�
�
�
出
荷
所
通
�
吾
�
�
夏

行
�
夏
�
飾
�
花
火
�
天
�
咲
�

�
�
�
�
�
�

摺
渕�
�
�
�

千
明�

新
芽

残
暑
�
�
開
�
�
�
�
�
�
句
座
�
窓

爽
�
�
尾
瀬
国
立
公
園
�
旗

　

・
・
・
俳
句
へ
の
近
道

　

風
景
を
詠
む　

季
節
の
移
り
変
り

を
植
物
や
気
温
の
変
化
な
ど
で
表
現

す
る　

花
や　

野
菜　

農
作
業
な
ど

そ
の
ま
ま
の
名
前
で
季
題
に
な
っ
て

い
る
も
の
が
多
い

�
郁
子
�
�
�
山
男
�
話
�

登
山
を
と
お
し
て
信
じ
あ
い
支
え
あ
う
心
・
片
品
カ
レ
ッ
ジ

　

９
月
26
日(

水)

、
片
品
村
文
化
セ
ン
タ
ー
会
議
室
に
、
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト

故
小
西
政
継
氏
の
妻
で
あ
る
小
西
郁
子
氏
を
お
迎
え
し
、
片
品
カ
レ
ッ
ジ 

 「
郁
子
さ
ん
の
山
男
の
話
」  

を
開
催
し
ま
し
た
。  

片
品
村
山
岳
ガ
イ
ド
協
会

の
方
々
や
尾
瀬
高
校
の
生
徒
さ
ん
を
は
じ
め
、 

多
く
の
方
々
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
の
須
藤
教
育
長
の
質
問
に
答
え
て
い
た
だ
く
形
で
、 

政

継
氏
と
郁
子
氏
の
出
会
い
か
ら
、
政
継
氏
の
登
山
に
対
す
る
強
い
思
い
、 

命

が
け
の
登
山
を
と
お
し
て
築
く
家
族
の
絆
な
ど
、 

と
て
も
興
味
深
く
、
心
に

染
み
入
る
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、 

政
継
氏
と
郁
子
氏
で
燧
ヶ
岳

に
登
っ
た
こ
と
な
ど
も
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
高
校
生
か
ら
も 「
政
継
さ
ん
の
生
き
方
が
男
ら
し
い
と
思
っ
た
」

「
登
山
の
記
録
を
詳
細
に
と
っ
て
あ
る
こ
と
が
す
ご
い
と
思
っ
た
」 「
政
継
氏

の
よ
き
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
郁
子
氏
を
、
い
い
な
あ
と
思
っ
た
」 

と
い
う
よ

う
な
感
想
を
述
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

お
忙
し
い
中
お
越
し
下
さ
い
ま
し
た
小
西
郁
子
さ
ん
を
始
め
、 

ご
参
加
・
ご

協
力
下
さ
い
ま
し
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

期日１１月４日（日）
場所　片品中学校
内容　午前：弟子入り体験
　　　午後：合唱コンクール（午後１時、体育館）
合唱コンクールの課題曲は「かたしな」です。
　　　　　　　　　　　　　是非ご来校ください！

「片中文化の日」 

会場のようす

小西郁子氏

教
育
委
員
に
井
上
隆
至
さ
ん
が

　
　
　
　
　
　

任
命
さ
れ
ま
し
た

　

幡
谷
の
井
上
隆
至
さ
ん
が
、
９
月

定
例
村
議
会
に
お
い
て
、
片
品
村
教

育
委
員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
任
期

は
、
平
成
19
年
９
月
６
日
か
ら
の
４

年
間
と
な
り
ま
す
。

　

井
上
教
育
委
員
さ
ん
の
ご
活
躍
を

ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。



10

おしらせ

広 報 か た し な        H19 . 10

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

　

群
馬
県
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
が
障
害
の
巡
回
相
談
を
実
施
し

ま
す
。
相
談
は
す
べ
て
予
約
制
で
す

の
で
あ
ら
か
じ
め
電
話
で
申
し
込
み

を
し
て
下
さ
い
。

●
日　

時　

11
月
28
日
（
水
）

　
　
　
　

受
付
は
午
前
10
時
〜
12
時

●
相
談
会
場

　
　

沼
田
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※

会
場
へ
来
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、

　

在
宅
訪
問
診
査
も
可
能
で
す
の
で

　

申
し
込
み
の
際
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
内
容　

　

▽
整
形
外
科
に
関
す
る
障
害
に
つ

　
　

い
て
の
相
談

　

▽
義
肢
・
装
具
・
車
い
す
な
ど
の

　
　

補
装
具
、
自
立
支
援
医
療
（
更

　
　

生
医
療
）
給
付
要
否
判
定

●
持
ち
物

　

①
印
鑑　

　

②
身
体
障
害
者
手
帳

●
申
し
込
み

　
　

保
健
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
　
　
　
（
５
８
）
２
１
１
５

暴
力 （
団
） 

被
害
の
無
料
相
談

●
相
談
の
範
囲

刑
事
・
民
事
を
問
わ
ず
、
暴
力
団
員

な
ど
に
よ
る
各
種
被
害
、
不
当
な
要

求
行
為
、
そ
の
他
暴
力
団
（
員
）
な

ど
に
関
す
る
一
切
の
問
題

●
相
談
員
・
・
弁
護
士
、
警
察
官
、

　
　
　
　
　
　

暴
力
追
放
相
談
員

●
そ
の
他

・ 

当
日
は
電
話
相
談
も
有
り

特
設
電
話

　
　

０
２
７
（
２
２
３
）
９
３
８
６

●
問
い
合
わ
せ
先

   (
財)

群
馬
県
暴
力
追
放
県
民
会
議

　
　

０
２
７
（
２
５
４
）
１
１
０
０

●
日　

時　

10
月
26
日
（
金
）

　

午
後
１
時
〜
４
時 （
受
付
３
時
ま
で
）

●
会　

場　

高
崎
市
総
合
福
祉

　
　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
特
設
会
場

相　
　
　

談

サ
ラ
金
無
料
法
律
相
談

▽
多
重
債
務
問
題
は
法
律
に
従
っ
て

必
ず
解
決
で
き
ま
す
。
ま
ず
は
「
サ

ラ
金
無
料
法
律
相
談
」
の
予
約
か
ら

始
め
ま
し
ょ
う
。

●
開
催
日
時

・
毎
週
火
曜
日
午
後
１
時
〜
４
時

●
開
催
場
所
・
群
馬
県
庁
２
階

　

県
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
相
談
室

●
予
約
方
法

・
相
談
日
前
日 （
月
曜
日
） 

の
午
後
２

　

時
か
ら
５
時
及
び
当
日 （
火
曜
日
） 

　

の
午
前
８
時
30
分
か
ら
12
時
の
間

　

に
電
話
等
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

●
予
約
電
話
番
号

　
　

０
２
７
（
２
２
３
）
３
１
０
０

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

群
馬
県
庁
商
政
課

　
　

０
２
７
（
２
２
６
）
３
３
３
５

ぐんまちょい得キッズパスポート事業が始まります　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　県と片品村では、すべての子育て家庭を地域、企業、行政が一体となって応援
するため「ぐんまちょい得キッズパスポート事業」を１１月１８日（日）からスタートする予定です。
　これは、あらかじめ中学生以下の子どもがいる家庭、及び、妊娠中の方を対象に配付したぐんまちょい得キッズパスポート（略称「ぐー
ちょきパスポート」）の提示により、本事業に賛同する企業が特典サービスを提供するもので、社会全体で子育て家庭を応援する地域づくり
を進めていきます。皆さん、ぜひご活用ください。
　また、本事業に協賛いただける店舗等を随時募集しておりますので、奮ってご参加ください。

ご利用対象者 
・中学生までのお子さんをお持ちのご家庭
・妊娠中の方とそのご家庭
　（店舗の特典内容により異なることがあります）
・対象となるご家庭には、小中学校や保育所、役場の窓口を通じてパス
　ポートをお配りします。
特典内容 
・代金割引、ポイント追加、無料サービス等、各協賛店舗等ごとに設定
　します。
・これらの特典は、協賛店舗等のご厚意により提供されるものです。
・協賛店舗・特典内容などについては、保健福祉課にお問い合わせくだ
　さい。
・県ホームページにも情報を掲載しています。

制度内容

裏面記載事項
・裏面には、お子さんのお名前と生まれた年度を記載してください。
                             （妊娠中の方は生まれる予定の年度を記載してください。）
利用できる人
・記名されたお子さんのご家族に限り利用できます。
・第三者に譲渡、貸与はできません。
有効期限
・有効期限は平成２２年３月末までです。
・記名されたお子さんが中学校を卒業した場合は、保健福祉課窓口へ
カードを返納してください。

県の子育てポータルサイト「ぐんま子育て応援インフォメーション」
URL　http://kodomo.pref.gunma.jp

ぐ～ちょきパスポートについて 
（中学生以下のお子様をお持ちの方へ）

協賛の内容
・ぐ～ちょきパスポートを提示したお客様に特典サービスを実施し
　ていただきます。
・特典内容は代金割引、ポイント追加、無料サービス等、協賛店舗
　等で自由に決めていただきます。
協賛申込みの手続き
・保健福祉課に備え付けの協賛申込書に必要事項（店舗等名称、
　連絡先、特典内容、PR等）をご記入の上、提出してください。
・協賛申込書は県の子育てポータルサイト「ぐんま子育て応援イン
　フォメーション」から印刷することもできます。
協賛ステッカー
・協賛店舗に配布されるステッカーを店頭に掲示していただきま
　す。
メリット 
・子育て家庭を応援する店舗であることを PRできます！
・子育て家庭にやさしい店舗としてイメージがアップします！
・お店の名称、特典内容、PR等は、「ぐんま子育て応援インフォ
　メーション」に掲載します！

協賛店舗等の募集について
（店舗等を経営されている方へ）

片品村役場保健福祉課
TEL : (58)-2115
または
群馬県健康福祉局健康福祉課こども未来室
〒371-8570 前橋市大手町一丁目１番１号
TEL : 027-226-2525    FAX　 027-221-1121

パスポート参照
http://www.kodomo.pref.gunma.jp/gc_pass/gc_pass.htm

問い合わせ先

ご利用方法       
・パスポートを協賛店舗等にご提示ください。
・パスポートは、県内全域の協賛店で使用できます。
ご利用開始日      
・１１月１８日（日 ) から（予定 )
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快
適
な
生
活
環
境
の
保
全
に

                    『
合
併
処
理
浄
化
槽
』

　

毎
年
、
10
月
１
日
は    「
浄
化
槽
」 

の
日
で
す
。 

こ
の
日
は
、
浄
化
槽
に

関
す
る
諸
制
度
を
整
備
し
た
「
浄
化

槽
法
」
が
昭
和
60
年
10
月
１
日
に
施

行
さ
れ
た
の
を
記
念
し
て
、   

昭
和
62

年
に
当
時
の
厚
生
省
、
建
設
省
、   

環

境
庁
の
３
省
庁
の
主
唱
に
よ
り
設
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

わ
が
国
で
は
、
し
尿
及
び
生
活
雑

排
水
を
処
理
す
る
た
め
の
施
設
と
し

て
下
水
道
と
と
も
に
「
浄
化
槽
」
が

普
及
し
て
い
ま
す
。
浄
化
槽
に
は
、

水
洗
便
所
の
汚
水
だ
け
を
処
理
す
る

単
独
処
理
浄
化
槽
と
、
水
洗
便
所
汚

水
と
台
所
汚
水
な
ど
の
生
活
雑
排
水

を
併
せ
て
処
理
す
る
合
併
処
理
浄
化

槽
が
あ
り
ま
す
が
、
現
在
設
置
さ
れ

て
い
る
浄
化
槽
の
71
％
（
平
成
17
年

度
）
は
単
独
処
理
浄
化
槽
で
す
。

　

し
か
し
、
平
成
13
年
の
浄
化
槽
法

の
改
正
に
よ
り
、
生
活
雑
排
水
の
未

処
理
に
よ
る
水
質
汚
濁
の
防
止
等
か

ら
、
単
独
処
理
浄
化
槽
の
新
設
が
禁

止
と
な
っ
た
た
め
、
現
在
で
は
浄
化

槽
と
い
え
ば
合
併
処
理
式
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

浄
化
槽
の
歴
史
を
辿
る
と
、
明
治

44
年
前
後
に
日
本
で
最
初
の
浄
化
槽

が
川
崎
で
製
造
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て

お
り
、
片
品
村
で
は
、
単
独
処
理
浄

化
槽
が
最
初
に
設
置
さ
れ
た
の
が
昭

和
38
年
で
あ
り
、
そ
の
後
昭
和
53
年

に
は
最
初
の
合
併
処
理
浄
化
槽
が
現

在
の
役
場
庁
舎
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
片
品
村
で
は
公
共
下
水
道

の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

下
水
道
整
備
区
域
以
外
で
は
合
併
処

理
浄
化
槽
の
設
置
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
単
独
処
理
浄
化
槽
（
水
洗

便
所
汚
水
の
み
処
理
）
を
設
置
さ
れ

て
い
る
お
宅
及
び
浄
化
槽
が
ま
だ
設

置
済
み
で
な
い
お
宅
で
は
、
河
川
の

水
質
汚
濁
の
防
止
の
た
め
に
、
今
後

計
画
的
に
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
移

行
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
村
で
は
合
併
処
理
浄
化
槽

を
設
置
さ
れ
る
方
に
は
、
毎
年
計
画

的
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
の

で
、
今
後
設
置
を
予
定
さ
れ
て
い
る

方
は
、
設
置
工
事
着
手
前
に
役
場
で

補
助
内
容
を
確
認
の
う
え
手
続
き
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

片
品
村
役
場 

生
活
環
境
課

　
　
　
　
　
（
５
８
）
２
１
１
４

環　
　
　

境

　経済産業省および株式会社ノーリツ、東陶機器株式会社、長州産業株式会社の 3社は、石油直圧式給湯器に、発火事故を引き起
こす可能性のある不具合があるとして、対象機器のユーザーに、メーカーへ連絡するよう再度促しています。 
　不具合の対象となる製品は 3社合計で 374,264 台。内訳はノーリツが 180,900 台、東陶機器が 189,944 台、長州産業が 3,420 台。
電磁弁のO リングが収縮し、油漏れが発生。それが原因となって、発火、焼損事故が起きる可能性があるという。ノーリツ、東陶
機器は 2002 年 10 月から、 長州産業は 2005 年 1月にリコールを発表したが、 2006 年に入って合計 21 件の事故があったため、 再度
呼びかけることになりました。なお、これまでの事故はすべて機器損傷のみで、 人身事故は起こっていません。 対象機器のユーザー
には、Oリングをより強度の高いフッ素ゴムを使用したものに交換する必要があります。これまでの回収率は、 ノーリツが 88.2%、 
東陶機器が 78%、長州産業が 70.9%。 対象機器は以下の通りです。 

ノーリツなど 3社の石油直圧式給湯器を使用している方はお読みください

製造会社  販売会社(ブランド)  製品名  
製造年月

日  

ノーリツ(NORITZ)  

OTQ-302*/OTQ-303*/OTQ-305* 

OTQ-403*/OTQ-405*/OQB-302* 

OQB-305*/OQB-403*/OQB405*  

高木産業(パーパス)  AX-400ZRD  

ノーリツ  

0120 

-018-170 

日立化成工業 

日立ハウステック  
HO-350*/HO-360*/HO-450*/KZO-460*  

'97 年 3 月

～2001 年

3 月  

東陶機器(TOTO)  
RPE32K*/RPE40K*/RPE41K* 

RPH32K*/RPH40K*/RPH41K*  

長州産業(CIC)  
PDF-321V/PDF-401A/PDF-411D-A 

DX-411D/PDX-321V/PDX-411D  

ネポン(NEPON)  
URA320/URA320S/URB320/URB320S 

UR320/UR320S/UR404S  

東陶機器  

0120 

-444-309 

高木産業(パーパス)  
TP-BS320*D(但し、TP-BS320 は除く) 

TP-BS402*D/TP-BSQ402*  

'95 年 8 月

～'99 年 6

月  

長州産業(CIC)  
PDX-403D/DX-403D/PDF-403D 

DF-403D/DX-403DF  

ワカサ(ワカサ)  WBF-400C  

長州産業  

0120 

-652-963 東京ツチヤ販売 

(ツチヤ)  
AX-402A/EX-403A/FK-405A/FC-406A  

'96 年 5 月

～'99 年 10

月  

 

守ろう！確かめよう！この最低賃金

＊平成１９年度の群馬県最低賃金が改正になりま

　したので、平成１９年１０月１９日から改正後

　の最低賃金が適用になります。

＊群馬県最低賃金は群馬県で働くすべての労働者、

　その使用者に適用されますが、他に産業別（鉄

　鋼・一般機械・電気・輸送）最低賃金が定めら

　れております。

＊精神的・身体的な理由から最低賃金を一律に適

　用すると雇用機会を狭くする可能性がある労働

　者の場合等は、使用者が労働局長の許可を受け

　ることを条件に、最低賃金の適用除外が個別に

　認められております。

詳しくは、・・・群馬県労働局労働基準部賃金室

（前橋市大渡町 1－10－7）　　　027-210-5005

又は、最寄りの労働基準監督署へお問い合わせく

ださい。

群 馬 県 最 低 賃 金

１時間　６６４円

●  問い合わせ先　　各製造会社まで
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て
い
ま
す
か
？

知
　

こ
の
制
度
は

建
設
現
場
で
働
く
方
々

の
た
め
に
「
中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
」

と
い
う
法
律
に
よ
り
国
が
作

た
退
職
金

制
度
で
す

　

事
業
主
の
方
々
は

現
場
で
働
く
労
働

者
の
共
済
手
帳
に
働
い
た
日
数
に
応
じ
て

掛
け
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
貼
り

そ
の

労
働
者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め

た
と
き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う

と
い
う

い
わ
ば
業
界
全
体
の
退
職
金
制

度
で
す

　

加
入
で
き
る
事
業
主

　
　
　
　
　

：
建
設
業
を
営
む
方

　

対
象
と
な
る
労
働
者

　
　
　
　
　

：
建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

　

掛
金
：
日
額
３
１
０
円

★
特
徴

●
国
の
制
度
な
の
で
安
心

確
実

申
込

　

手
続
き
は
簡
単
で
す

●
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対
象
と

　

な
り
ま
す

●
掛
け
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す

●
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す
が

　

法
人
は
損
金

個
人
で
は
必
要
経
費
と

　

し
て
扱
わ
れ

税
法
上
全
額
非
課
税
と

　

な
り
ま
す

●
事
業
主
が
変
わ

て
も
退
職
金
は
企
業

　

間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す

★
問
い
合
わ
せ
先　

建
退
共
群
馬
県
支
部

　
　
　

０
２
７
（
２
５
２
）
１
６
６
６

 
建 
退 

共 

制 

度

/p
j .
og
.n
ik

uk
oy
si
a t .

oy
ki
at
n e

k.
w
w
w/
/:
p t
th

①　

60
歳
か
ら
65
歳
未
満
の
人
で

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間

　
   
   

（
保
険
料
納
付
済
期
間

保
険
料
免
除
期
間

学
生
納
付
特
例
期
間
及
び
若

　
　

年
者
納
付
猶
予
期
間
を
合
計
し
て
25
年
以
上
）
を
満
た
さ
な
い
人
や

満
額

　
　

の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
人

②　

昭
和
40
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
で

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た

　
　

め
の
資
格
期
間
を
満
た
さ
な
い
人
（
70
歳
に
な
る
ま
で
の
間
で

老
齢
基
礎

　
　

年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
を
満
た
す
ま
で
加
入
で
き
ま
す
）①
及
び

　
　

②
に
つ
い
て

加
入
の
手
続
き
先
は

市
町
村
役
場
の
国
民
年
金
係
で
す

③　

海
外
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以
上
65
歳
未
満
の
日
本
人
は
国
内
に
「
協
力
者
」

　
　

を
定
め
て

加
入
手
続
き
や
保
険
料
の
納
付
を
代
行
し
て
も
ら
い
ま
す

　

・
国
内
に
親
族
（
親
・
子
・
兄
弟
な
ど
）
が
住
ん
で
い
る
場
合
に
は

そ
の
方

　
　

に
「
協
力
者
」 

に
な

て
も
ら
い
ま
す

加
入
の
手
続
き
先
は

海
外
居
住

　
　

者
の

最
後
の
住
所
地
の
市
町
村
役
場
の
国
民
年
金
係
で
す

　

・
国
内
に
親
族
が
住
ん
で
い
な
い
場
合

あ
る
い
は
高
齢
な
ど
の
理
由
に
よ
り

　
　

親
族
か
ら
協
力
を
得
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は

国
（
社
会
保
険
庁
）
か

　
　

ら
「
協
力
者
」
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
社
団
法
人
日
本
国
民
年
金
協
会
に

　
　

依
頼
し
ま
す

　
　

   
   
   
   
   
  

  

詳
し
く
は

社
団
法
人
日
本
国
民
年
金
協
会

　
　
　
　
　
　

   
   
   
   
   
   
   
   
   
  

０
３
（
３
２
６
５
）
２
８
８
５ 

   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   

   
   
   
   
   
   
  

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

国
民
年
金
の
任
意
加
入
に
つ
い
て

　

日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人
は

国
籍
や
職
業
に

か
か
わ
ら
ず

必
ず
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
す

　

ま
た

次
の
人
は
申
し
出
に
よ
り

任
意
で
国
民
年
金
に
加
入
で
き

ま
す
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成１９年　９月１０日現在）

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

須
賀
川

御
座
入

菅　

沼

築　

地

下　

平

摺　

渕

幡　

谷

鍛
治
屋

栃
久
保

登　

戸

山　

崎

栗　

生

針　

山

下
小
川

中　

井

穴　

沢

上
小
川

太　

田

細
工
屋

阿　

村

上　

而

中　

里

新　

井

古　

仲

伊
閑
町

閑　

野

戸　

倉

鎌
田
１

鎌
田
２

鎌
田
３

鎌
田
４

鎌
田
５

村
全
体

国保税 村県民税普通徴収 村全体(国保税) 村全体(住民税)

平成１９年度　国保税第５期・村県民税普通徴収第２期　納税率調（税額）

白
根
・丸
沼

おしらせ

13 広 報 か た し な        H19 . 10

輝輝川
合　

憲
さ
ん 　
（
鎌
田
）

　

先
月
の
第
49
回
片
品
村
民
運
動
会

１
０
０
ｍ
男
子
30
代
で
見
事
優
勝
し

た
川
合
さ
ん

　

愛
知
県
で
生
ま
れ
た
川
合
さ
ん
は

地
元
や
埼
玉
県
で
努
め
た
後
平
成
12

年

片
品
村
事
業
課
が
管
理
運
営
し

て
い
る
尾
瀬
ロ

ジ
に
勤
務
す
る
と

縁
が
あ

て
片
品
村
で
暮
ら
し
始
め

ま
し
た

　

抜
群
の
運
動
能
力
と
小
学
校
時
代

か
ら
鍛
え
た
野
球
技
術
で
村
内
の
野

球
チ

ム
か
ら
誘
い
が
あ
り
ま
し
た

現
在
は
村
内
で
ワ

ク
マ
ン

村
外

で
は
リ
ミ

ク
ス
に
籍
を
置
き
シ

ト
を
任
さ
れ
活
躍
し
て
い
ま
す

菜々海ちゃんと生まれたての優海ちゃんと川合さん
　

運
動
会
に
も
出
場
し
て
い
ま
し
た
が

個
人
種
目
は
意
外
に
も
今
年
が
初
出
場

で
し
た

　

８
区
の
練
習
に
は
悪
天
候
で
参
加
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が

夜
間

明
か
り

を
見
つ
け
て
は
一
人
で
練
習
を
重
ね
た

そ
う
で
す 

そ
の
甲
斐
あ

て
目
標
だ

た
先
輩
を
や
ぶ
り
１
位
で
ゴ

ル
で
き

ま
し
た

　

ま
た

同
じ
月
の
９
月
25
日
に
は
次

女

優
海
ち

ん
が
誕
生
し
喜
び
も
二

重
に
な
り
ま
し
た

　

母
校
成
章
高
校
の
運
動
会
で

野
球

部
員
と
し
て
１
０
０
ｍ
に
参
加
し
記
録

し
た
11
秒
４
の
自
己
記
録
を
県
民
体
育

大
会
で
更
新
す
る
の
が
現
在
の
目
標
と

の
こ
と
で
す

ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

村
民
運
動
会
１
０
０
ｍ
ゴ

ル
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

喜
ぶ
川
合
さ
ん

保 

健 

だ 

よ 

り
・
・
・

期
間　

10
月
８
日

14
日

目
的

　

壮
年
期
か
ら
の
健
康
づ
く
り
と
生

活
習
慣
病
予
防
を
中
心
に
一
人
一
人

の
健
康
へ
の
自
覚
を
高
め
る
た
め
に

国
で
は
右
記
の
期
間
を
定
め
各
種
キ

ン
ペ

ン
を
行

て
い
ま
す

片
品

村
で
は
特
に
キ

ン
ペ

ン
は
行
い

ま
せ
ん
が

秋
の
夜
長
の
こ
の
時
期

に
も
う
一
度
家
族
で
健
康
に
つ
い
て

語
り
合

て
み
ま
せ
ん
か

語
り
合
い
の
テ

マ
の
参
考　
　
　

①
壮
年
期
か
ら
の
積
極
的
な
生
活
習

　

慣
の
確
立
と
健
康
管
理
に
つ
い
て

②
今
年
度
の
健
康
チ

ク
は
済
み

　

ま
し
た
か

総
合
健
診
を
受
け
ら

　

れ
な
か

た
方
は
人
間
ド

ク
等

　

の
活
用
も
あ
り
ま
す

健
診
の
結

　

果
で
精
密
健
診
や
治
療
を
勧
め
ら

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は

イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ

ル
ス
に
感
染
す
る
事
に

よ
り
か
か
る
の
で
普
通
の
風
邪
と
は

全
く
違
う
病
気
で
す

症
状
は

突

然
の
高
熱

頭
痛

関
節
痛

筋
肉

痛
な
ど
で

喉
の
痛
み

咳

鼻
水

な
ど
の
症
状
も
出
ま
す

普
通
の
風

邪
に
比
べ
て

全
身
症
状
が
強
く

気
管
支
炎
や
肺
炎
な
ど
を
合
併
し

重
症
化
す
る
こ
と
が
多
い
の
も
特
徴

で
す

重
症
化
す
る
と

体
力
の
な

い
高
齢
者
や
慢
性
の
病
気
の
あ
る
人

は

生
命
に
関
わ
り
ま
す
の
で

注

意
が
必
要
で
す

こ
の
病
気
の
予
防

は

栄
養

休
養
等
で

普
段
か
ら

の
予
防
生
活
が
大
切
で
す
が

予
防

接
種
も
有
効
と
さ
れ
て
い
ま
す

65

歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
は

村
か
ら

の
補
助
が
あ
り
ま
す

対
象

　

①
65
歳
以
上
の
希
望
者

　

②
そ
の
他
厚
労
省
令
で
定
め
る
方

実
施
期
間

平
成
19
年
10
月
１
日

12
月
31
日

費
用　

４
０
０
０
円

　
　

※

自
己
負
担
１
０
０
０
円

　
　
　

公
費
負
担
３
０
０
０
円

　

れ
た
方
は
も
う
受
診
し
ま
し
た
か

③
も
し
も
家
族
の
中
に

介
護
者
が

　

出
た
ら…

自
分
が
介
護
状
態
に

　

な

た
ら…

日
頃
か
ら

介
護

　

予
防
を
心
が
け
ま
し

う

④
物
忘
れ
は
年
の
せ
い
で
し

う
か

　

一
度

認
知
度
チ

ク
を
し
て

　

み
ま
せ
ん
か

家
族
の
コ
ミ

ニ

　

ケ

シ

ン
も

認
知
症
予
防
に

　

は
大
切
で
す

40
歳
か
ら
の
健
康
週
間

お
じ
い 

と 

お
ば
あ 

の

　
　
　
　
　

知
恵
の
話

　

ぐ
ん
ま
文
化
観
光
社
・
片
品
（
会

長
星
野
浩
）
で
は

結
城
登
美
雄
氏

を
講
師
と
し
た
講
演
会
を
開
催
い
た

し
ま
す

　

結
城
さ
ん
は

東
北
地
方
を
中
心

に
６
０
０
以
上
の
集
落
を
フ

ル

ド
ワ

ク
し
た
経
験
と
実
績
に
基
づ

き

地
域
に
学
ぶ
こ
と
か
ら
始
ま
る

「
地
元
学
」 

を
提
唱 

平
成
16
年
度 「
芸

術
選
奨
文
部
科
学
大
臣
賞
」 （
芸
術
振

興
部
門
）
を
受
賞
し
て
い
ま
す

日
時　

平
成
19
年
10
月
19
日(

金)

　

午
後
６
時
開
場

６
時
30
分
開
演

場
所　

片
品
村
文
化
セ
ン
タ

費
用　

無
料

結城登美雄さん

か
た
し
な
音
楽
祭
開
催
と

　

出
演
者
の
募
集
に
つ
い
て

● 

開
催
日　
　

平
成
19
年
11
月
18
日

● 

開
催
場
所　

片
品
村
文
化
セ
ン
タ

　
　
　
　
　

入
場
無
料　

整
理
券
な
し

● 

募
集
に
つ
い
て

　

 

村
内
在
住
ま
た
は　

　
　
　
　

村
内
就
業
者
を
含
む
こ
と

● 

応
募
の
受
付

　
　
　
　

片
品
村
教
育
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
（
５
８
）
２
１
４
４

♪♪た
く
さ
ん
の
応
募
を

　
　
　

♪
お
ま
ち
し
て
お
り
ま
す
♪

　

今
年
で
12
回
目
を
迎
え
ま
し
た

次
の

と
お
り
出
演
者
の
募
集
を
い
た
し
ま
す
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広
 報
   「
 か
 た
 し
 な
 」   は

 尾
 瀬
 の
 木
 道
 を
 材
 料
 に
 し
 た
  エ
 コ
 ペ
 ー
 パ
 ー
 を
 使
 用
 し
 て
 い
 ま
 す
 。
　
    印
 刷
 所
 ／
  笠
 原
 印
 刷
 ㈲
  　
　
制
 作
 ･デ
ザ
イ
ン
／
  ㈲
 尾
 瀬
 生
 活

eqRoY0yUh++eqRoY0yUh++

休日の病院（緊急時）10月 11 月

今月の
納期は

国 民 健 康 保 険 税  第 7 期

納期は　１０月３１日（水）です
口  座  振  替  の  方  は  事  前  に  残  高  確  認  を  ！

村       県      民      税  第 3 期

ミ　

ニ　

情　

報

10
／
21　

尾
瀬
の
収
穫
祭

　
　
　
　
（
尾
瀬
わ
く
わ
く
体
験
郷
）

10
／
29　

猿
追
い
祭

　
　
　
　
　
　
　
（
花
咲
武
尊
神
社
）

11
／
２･

３　

総
合
産
業
文
化
展

11
／
３　

に
ぎ
り
っ
く
ら

　
　
　
　
　
　
　
（
越
本
武
尊
神
社
）

11
／
10　

丸
沼
高
原
ス
キ
ー
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

オ
ー
プ
ン

11
／
10　

第
21
回
農
協
祭

11
／
14
〜
18　

　
　
　
　

利
根
沼
田
勤
労
者
美
術
展

　
　
（
沼
田
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

20日（土）　内田病院

21 日（日）　国立沼田病院

27 日（土）　沼田脳神経外科

28 日（日）　利根中央病院

003 日（土）　月夜野病院

004 日（日）　内田病院

10 日（土）　国立沼田病院

11 日（日）　沼田脳神経外科

翔 瑛 ちゃん

しょうえい

星野　孝俊　美智子さん（花咲）のお子さん

命名
三男坊なので自由に世界へむかって！！？羽ばたいてほしいという
意味合いを込めて “翔” という字を使い、漢字２文字のバランスを
考えて翔瑛と名付けました。

将来どんな人になってほしいですか
どんな時も前向きで心の強い人になってほしいです。

平成 1８年１１月６日

寄  

贈　
　

絵  

画　

２
枚

　

沼
田
市
在
住
で
昭
和
57
年
度
か
ら
４

年
間
片
品
小
学
校
に
赴
任
さ
れ
て
い
ま

し
た
鷲
頭
正
夫
さ
ん
か
ら
、
尾
瀬
国
立

公
園
誕
生
を
記
念
し
て
、
絵
画　

至
仏

山
（
100
号
） 

と
燧
ヶ
岳 （
50
号
） 

を
寄
贈

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
至
仏
山
は
庁

舎
１
階
総
務
課
横
に
、
燧
ヶ
岳
は
２
階

ロ
ビ
ー
に
展
示
い
た
し
ま
し
た
。
な
お
、

９
月
末
か
ら
１
ヶ
月
間
花
咲
の
湯
イ
ベ

ン
ト
ホ
ー
ル
で
も
尾
瀬
を
描
い
た
作
品

を
展
示
中
で
す
。

鷲頭さんと絵画

 

さん堀 沢  辰 也
ほ り さ わ た つ や

１９歳
（父）信行さん　（母）みち子さん

片品村大字下平

３．片品をどう思いますか
　昔と比べると、自然が減って
　しまったことを切なく感じま
　すが、その分生活環境が向上
　され、暮らしやすくなったこ
　とも実感しています”

７．村民の方へメッセージをお願いします
　これから寒くなるので、体調に気をつけてください”

１．何処へお勤めですか 　
　丸沼高原リゾート㈱です”
２．趣味は何ですか　
　音楽鑑賞です”

４．村内のおすすめスポットは
　村内各所の公園、施設など”
５．好きな異性のタイプは　
　ありきたりですが、優しい人が好きです”

６．目標があれば教えてください
　自宅の老朽化が進む家電製品を、徐々に買い換えたいです”

2;Zd(7yH2;Zd(7yH

平
成
19
年
８
月 

20 

日 

〜 

９
月
19
日

お  

め  

で  

た

田
中　

と
よ　
　

84
歳　

須
賀
川

星
野　

ふ
で
子　

86
歳　

花
咲

深
見　

の
ぶ　
　

101
歳　

土
出

　

亡
く
な
ら
れ
た
方 

３
人

午
前　

8
時
30
分
〜

　

             

午
後　

12
時
15
分
迄

年
始
年
末
を
除
く
毎
週
土
曜
日
、

住
民
課
各
種
証
明
書
発
行
及
び

収
納
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

“

土
曜
日
窓
口
業
務
開
設
中”

窓   

口   

か   

ら

お  

く  

や  

み

★
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん  

５
人

萩
原　

聖
彦  

男 　

準
太  

戸
倉

星
野　

千
秋  

女 　

琉
椿  

須
賀
川

佐
藤　

一
正  

女 　

彩
花  

花
咲

笠
原　

伸
之  

女 　

彩
瑚  

越
本

星
野　

伸
樹  

男 　

柚
月  

御
座
入

じ
ゅ
ん
た

る　

き

あ
や
か

あ　

こ

ゆ
ず
き




